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Abstract

KATAKANA words bring difficulties for foreign learners of Japanese, because it

is hard to distinguish them from original English (or other foreign) words, and

they may also have synonyms in Non-KATAKANA words.

This study looks into 55 Japanese learners of native English speaker about choos-

ing Japanese words in the following 6 categories that have a pair of words in

KATANAKA and in Non-KATAKANA respectively.

Category 1 Bottle: “BOTORU”/“BIN”

Category 2 Brush: “BURASHI”/“FUDE”

Category 3 Glove: “GUROBE”/“TEBUKURO”

Category 4 Potato: “POTETO”/“IMO”

Category 5 Tea: “THI”/“OCHA”

Category 6 Ticket: “THIKETTO”/“KEN”

In conclusion, Japanese learners of native English speaker have tendencies (1) to

choose KATAKANAword, when KATAKANA is embedded with the name of ob-

ject, (2) to choose Non-KATAKANA word, when it refers to Japanese traditional

∗この論文は日本私立学校振興共済事業団から平成 24 年度・25 年度学術研究振興資金援助を受けた「日本
語学習者におけるカタカナ外来語の理解についての研究」（研究代表者：久津木文）の調査結果の一部である。
この調査では日本語母語話者と英語母語話者について同じような調査を行った。日本語母語話者については久
津木が分析し、英語母語話者については池谷が分析した。

Theoretical and Applied Linguistics at Kobe Shoin, No. 17, 27–45, 2014.
神戸松蔭女子学院大学研究紀要言語科学研究所篇 No. 17, 27–45, 2014.



28 Theoretical and Applied Linguistics at Kobe Shoin 2014 No. 17

objects, (3) to choose KATAKANAword, if they are unsure of selecting, (4) to de-

velop their own way to discern KATAKANA word and Non-KATAKANA word,

(5) to learn the distinction between KATAKANA word and Non-KATAKANA

word by having ample opportunities for Japanese language input.

日本語を学ぶ外国人が苦労するものとして「日本語の中のカタカナ」が挙げ
られる。本研究では英語母語話者の日本語学習者 55人に次の 6組のカタカ
ナ語と非カタカナ語の使い分けについての研究調査を行った。
カテゴリー 1 Bottle ボトルと瓶 カテゴリー 2 Brush ブラシと筆
カテゴリー 3 Glove グローブと手袋 カテゴリー 4 Potato ポテトと芋
カテゴリー 5 Tea ティーとお茶 カテゴリー 6 Ticket チケットと券
その結果として以下のことがわかった。
1. カタカナ語に関して、非カタカナ語に対応する語がなく「ペットボトル」
「歯ブラシ」のように指示対象物の名称の中にそのカタカナ語が入って
いれば、カタカナ語を選びやすい。

2. 日本的なものは非カタカナ語、そうではないものはカタカナ語を選ぶ傾
向がある。

3. カタカナ語と非カタカナ語のどちらを使えばよいのか不明な場合、英語
の母語の知識を生かして、それと対応するカタカナ語が選択されやすい。

4. 日本語学習者は材料や形態など、独自の使い分けの基準を適用して判断
することがある。

5. 一般的に、カタカナ語と非カタカナ語の使い分けは辞書に書いていない
ことが多いことから、その情報にどのくらいアクセスできるかが習得の
鍵になっている。

キーワード: 英語母語話者の日本語学習者,意味のずれ,カタカナ語,　非カタカナ語,習得
KeyWords: English Speakers Learning Japanese, Gap of the meaning, Katakana, Non-Katakana,

Learning

1. 研究の背景と目的
日本語にはひらがな、カタカナ、漢字の３つの語種があることが広く知られている。秋
元（2002:P63）『よくわかる語彙』では次のようにまとめられている。（ゴシックは筆者
によるものである）

まず日本語本来の固有語と外国語からの借用語に二分し、借用語をさらに漢
語と外来語に分類することもある。しかし、漢語は中国語を起源とする語も
少なくないが、日本語の中に入ってきた歴史も古く、また漢語の多くは日本
人が漢字音を自在に用いて作り出したものなので、借用語という意識は薄い。
したがって、外来語と漢語を借用語の下に同じように置くのには抵抗を感じ
る。このため、日本語の語種分類は、和語、漢語、外来語、それに複数の語
種からなる混種語にわけるのが妥当であろう。　

これを簡単にまとめると、厳密な語の起源とは別に、一般的な日本人の意識として、外
来語として有標形式であるカタカナ語と、和語と漢語を含めて無標形式である非カタカ
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2. 予備調査のまとめ
平成 24年度に行った予備調査の詳細は池谷・久津木（2013）「英語を母語話者とする
日本語学習者におけるカタカナ語の研究-Teaとティーとお茶は同じなのか-」に譲るが、
本調査と比較するために予備調査の概略を簡単にまとめる。
調査対象の英語母語話者はアメリカのＤ大学で日本語を勉強している学生 18名で、内
訳は男性 8名、女性 10名であった。年齢は 20～26歳（平均 20.7歳）で 2012年の 7月に
Ｋ市にある女子大学で行われる 1ヶ月の日本語のプログラムのため、来日している時に
アンケートを行った。学年は 3～4年生で、日本語学習歴の平均は 2.35年であった。調
査した単語は以下の 13の単語の組み合わせであった。
① Brush ブラシと筆 ② Tea ティーとお茶
③ Dress ドレスと衣装 ④ Pot ポットと急須　
⑤ Slippers スリッパと部屋履き ⑥ Scarf スカーフと襟巻き
⑦ Cap キャップと帽子 ⑧ Boots ブーツと長靴
⑨ Gloves グローブと手袋 ⑩ Noodles ヌードルと麺
⑪ Bottle ボトルと瓶 ⑫ Potato ポテトと芋
⑬ Ticket チケットと券

カタカナ語と日本語の意味のマッピングの違いついて、最もわかりやすい例が⑨「グ
ローブと手袋」であった。この二つは明らかに示す対象物が異なるため、違いがわかり
やすい。そのため、キャッチャーミットやボクシンググローブに対して、「手袋」とは言
わないということがかなり意識されていた。
一方で、②「ティーとお茶」、⑦「キャップと帽子」のように、意味範疇が全体部分関
係を持っており、どちらかがどちらかの上位概念であるような、包摂関係を含んだ単語
の使い分けはかなり混乱しており、あまり明確な結果はでなかった。また、使い分けが
わからない場合は母語の英語の知識を利用することがわかった。

3. 本調査の概要
3. 1 質問項目
2012年の調査をうけて、2013年 7月～9月に本調査を行った。本調査では予備調査の
結果を基に、対象とする語句を以下の 6のカテゴリーの組み合わせに絞り行った。

カテゴリー カテゴリー

1 Bottle ボトルと瓶 2 Brush ブラシと筆
3 Glove グローブと手袋 4 Potato ポテトと芋
5 Tea ティーとお茶 6 Ticket チケットと券

久津木・池谷 (2013)でも述べられているように、予備調査の 13組の単語から分析の
対象外となった単語は事物刺激の写真がわかりにくく、協力者の回答が想定したものと
かけ離れていたものや、ターゲットとして設定したカタカナ語と刺激と適合性が低いも
のであった。
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質問の方法をカテゴリー１ Bottleの「ボトル」と「瓶」を例に挙げて説明する。まず、
カタカナ語の「ボトル」と、非カタカナ語の「瓶」を知っているか確認する。次に、同じ
カテゴリーに属しそうな 5枚の写真を並べ、それぞれに対して「ボトル」「瓶」と呼んで
も良いと判断する程度を問う。回答は４つのスケールから答えを選んでもらうリッカー
ト法で答えてもらった。
回答の選択肢は以下のようになっている。

1. Never（まったく＊＊を使わない）
2. Sometimes(どちらかというと＊＊を使わない)
3. Often（どちらかと言うと＊＊を使う）
4. Always（常に＊＊を使う）

つまり、回答者は 6つのカテゴリーに含まれる写真刺激について、それをカタカナ語
「（例）ボトル」を使うか、非カタカナ語の「（例）瓶」を使うかを４段階の確信度で答え
る。１つのカテゴリーについて、5枚の写真刺激×各 2回（カタカナ語と非カタカナ語）
合計 10の質問で構成されることになる。それを 6つのカテゴリー 60枚の写真について
行う。非カタカナ語の「瓶」を尋ねる時に、それを英語の Bottleについて使うことをで
きるのかもリッカート法で確認した。

3. 2 対象者
対象者は英語を母語とする者で、2013年の 7月～9月にかけてＨ県内の複数の日本語
短期プログラムの学生を対象として行った。
調査対象者の内訳は男性が 18人、女性が 37人でＮ=55である。1 対象の年齢は 10代
が 12人、20代が 39人、30代以上が 4人で、平均年年齢は 21.6歳であった。日本語の
レベルは自己申告であるが初級が 12人、中級が 32人、上級が 9人であった。アンケー
トには日本語の資格を持っている場合は記入してもらったが、OPI2や JLPT3など様々で
あった。また、外国で勉強しているせいか、資格がないという対象者もかなりいた。
アンケートは対面で用紙を配布して行った。なお、アンケートでは日本語教育学会の
倫理規定に基づき、個人情報に配慮して行い、それをデータ化した。表 2 (p. 32)参照。

3. 3 カテゴリー１　ボトルと瓶
カテゴリー１はカタカナ語の「ボトル」と非カタカナ語の「瓶」をどのように使い分
けているかをみる設問である。「ワインボトル」は「ワインの瓶」のように「ボトル」と
「瓶」の両方の使用を許容するが、同じガラス製品でも「ビール瓶」は、「＊ビールボト
ル」が許容されない。また、同じ飲み物を入れるものであってもプラスチック製である
「ペットボトル」は「ボトル」のみ許容され、「瓶」は許容されない。

1項目によっては欠損があるため数が異なる。
2正式名称 ACTFL-Oral Proficiency Interview. 口頭能力を測るインタビュー形式の試験。
3正式名称 Japanese Language Proficiency Test或いは日本語能力試験。日本語を母語としない人を対象に日

本語能力を認定する試験。
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ト会場に入るためのもの」には常に「チケット」を使う（回答４）という選択者が多かっ
た。これは日本語母語話者にもみられる傾向である。ただ、6-2「アイスクリームを引き
換えるもの」と 6-4「電車に乗るためのもの」には常にチケットを使う（回答 4）という
回答が比較的少なかった。6-2「アイスクリームを引き換えるもの」に関しては、英語で
はこのような場合、couponを使うため、ticketはあまり選択されない結果が予備調査で
わかっている。そのため、カタカナ語の「チケット」も使用を回避する回答が多くなっ
た可能性がある。6-4「電車に乗るためのもの（切符）」に関しては次で述べる。
カテゴリー 6b「券」について、常に「券」を使う（回答４）という選択者が一番高かっ
たのが、6-4「電車に乗るためのもの」45%(25人)であった。これは、一般的に「切符」
あるいは「乗車券」と呼ばれるものであるが、日本語学習者は非カタカナ語の単語があ
ることを知っていて、カタカナ語「チケット」の選択を回避したため、「券」の確信度が
高くなった可能性がある。同じ乗り物でも 6-5「飛行機に乗るためのもの（搭乗券）」は
回答４の選択者が 18%（10人）しかいないので、電車は「チケット」を使わない別の専
用の単語があったが、それは飛行機には使用しないと判断している学習者がかなりいる
ことが予想される。

4. まとめ
今回、本調査として以下の 6つのカテゴリーについて、英語を母語とする日本語学習
者がカタカナ語と非カタカナ語をどのように使い分けているのかを調査した。

カテゴリー カテゴリー

1 Bottle ボトルと瓶 2 Brush ブラシと筆
3 Glove グローブと手袋 4 Potato ポテトと芋
5 Tea ティーとお茶 6 Ticket チケットと券

最後に、日本語学習者におけるカタカナ語と非カナカナ語の使い分けの傾向をまとめ
ていく。

① カタカナ語に関して、非カタカナ語に対応する語がなく「ペットボトル」「歯ブラ
シ」のように指示対象物の名称の中にそのカタカナ語が入っていれば、積極的にカ
タカナ語を選びやすい。

② 「筆」と「ブラシ」の使い分けや「お茶」と「ティー」の使い分けから、日本的な
ものは非カタカナ語、そうではないものはカタカナ語を選ぶ傾向がある。

③ 対象物を表す時、カタカナ語と非カタカナ語のどちらを使えばよいのか不明な場
合、英語の母語の知識を生かして、それと対応するカタカナ語が選択されやすい。

④ 「革手袋」を「グローブ」と判断することから、材料や形態など、独自の使い分け
の基準を適用して判断することがある。その時の判断に母語干渉が現れるなど、一
種、中間言語的な振る舞いを見せる。

⑤ 一般的に、カタカナ語と非カタカナ語の使い分けは辞書に書いていないことが多い
ことから、学習者は多くの例から帰納的にその意味カテゴリーを形成していく。そ



44 Theoretical and Applied Linguistics at Kobe Shoin 2014 No. 17

のため、その情報にどのくらいアクセスできるかが習得の鍵になっている可能性が
ある。

これらの６つのカテゴリーを習得がしやすいだろうと予測されるもの順に再分類して
みた。

習得しやすいカタカナ語との使い分け

カテゴリー３　 Gloveグローブと手袋
カテゴリー４　 Potatoポテトと芋

使い分けの基準がわかれば習得しやすいカタカナ語との使い分け

カテゴリー１　 Bottleボトルと瓶
カテゴリー２　 Brushブラシと筆

習得しにくいカタカナ語との使い分け

カテゴリー５　 Teaティーとお茶
カテゴリー６　 Ticketチケットと券

一番習得しやすいのが、「グローブと手袋」「ポテトと芋」のように指示対象が重なるこ
とがなく、カタカナ語で表されるものが特別な形状や状態を示すものである。この場合
のカタカナ語は非常に有標なものである。これらはすでに日本語としての処理が終わっ
ており、単なるカタカナ語での英語の言い換えではなく、独自の語彙カテゴリーを獲得
したものである。
次に習得しやすいのが、「ボトルと瓶」「ブラシと筆」のように、指示対象は重なって
いるが、材質や形態、使用方法などで使い分けがされているものである。この場合のカ
タカナ語は、カタカナ語であることが特に有標であるということはないが、その使い分
けの規則が見えればある程度、予測が付くものである。
最後におそらくもっとも習得がしにくいと予測されるのが、「チケットと券」「ティー

とお茶」のように、一見非常に意味がよく似ていて使い分けの基準を規則化しにくいも
のである。非カタカナ語とカタカナ語が包摂関係にあるが、語彙カテゴリーの境界が融
合しているため、同じものを「飛行機のチケット」や「飛行機の搭乗券」や「ボーディン
グパス」のように様々に言い表すことができ、それらの語彙は排他的ではなく共存して
いる。完璧に使い分けることは難しいが、逆にカタカナ語と非カタカナ語の意味が似て
いるため、「電車の回数チケット（回数券？）」や「そばティー（そば茶？）」と言っても、
コミュニケーション上の大きな弊害を引き起こさない。ゆえに、訂正のフィードバック
を受ける機会が少ないので、逆に習得が遅れる可能性がある。また、これらの違いは辞
書には載っていないので、帰納的に習得していくしかない。
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